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浅見みどり通信  

 

だれもが「大丈夫」と思える政治を      

Higashimurayama City council member Asami Midori  

 

0 

日本共産党東村山市市議会議員 ２期目始動 ＮＯ．５９ 

＃困った時は共産党に相談しよう 

ホームページ https://asami.jcp-hihigasimurayama.net 

 

市役所、ほっとシティ等に同行します 
＼ 生活保護は権利 ／ 

年金、仕事がある方、自宅に住んでいる

方でも生活保護は申請できます。 

 扶養照会は義務ではありません。 

電話 080(3086)2422 
メール 

  kwiiykchan@tbz.t-com.ne.jp 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食費無償化が全２３区、１２市に広がっています。

「給食費は、本来、国の責任と財源で無償化すべきだが、

国が対策を取るまでは支援する」とする東京都の認識は大

切。東村山も同じ立場に立てるはずです。 

市長はお金を理由にしていますが、東京都の補助金（公立

学校給食費負担軽減事業）を使えば、市の財源負担は年間

３億円しか掛かりません。 

【給食費無償化に掛かる市の負担額】 

予算総額６４７億円の ０．４７％ 

市税収入２０９億円の １．４％ 

※R6予算書から算出（概算） 

市の予算全体から見れば、無償化にかかる金額はごくわ

ずか。町田市のように、第２子以降に限定して無償化 

 

 

代表質問！ 

市長のやる気が見たい！ 

代表質問とは？ 

年度初めに市長が新年度の方針・理念を 

表明します（施政方針説明）。自治体によって 

ルールは様々ですが、東村山市議会では 

施政方針説明に対して３名以上が所属する 

各会派から 1名が行います。 

 

子育てするなら東村山のスローガンはどこへ 

学校給食費無償化は？ 
 

今回取り上げた主な項目 

災害・気候・環境に関すること 

・災害対策の拡充 ・原発再稼働の見直しについて 

・気候危機対策  ・農業を市の基幹産業に 

・緑地/農地の公有地化 東村山らしい風景をどう守るか 

地方自治体としての役割 

・公民連携と公共施設再生アクションプランについて 

・学校給食費無償化 

・補聴器購入補助制度の創設 ・国保税値上げについて 

・職員（正規・非正規）の処遇改善 

・ケアワーカーの待遇向上 ・子どもの意見表明権 

を実施する自治体もあります。必要なのは財源より、

子どもの食の権利を保障する観点です。市長の姿勢が

問われています。 

中学校全員給食のように、東村山が取り残されること

は阻止したいです。さらに議会で取り組みます。 

 

 

2 月 22 日に日本共産党

会派の代表質問を行いました。日本共産党東村山市議

団は分担して質問しています。 

今回は私が担当しましたが、内容については日本共産

党市議団４人全員で話し合って深めてきました。 

ジェンダー平等 

・意思決定に男性以外の声を ・包括的性教育の実施を 

国政への態度 

・介護報酬改悪について・マイナ保険証について 

・消費税減税とインボイス中止について 

・ガザ攻撃、独自外交の必要性について 

代表質問について分割して 

ブログでご紹介しています。 

こちらからご覧ください。 

※ホームページにもリンクがあります。 
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